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八十路を迎えて、最初の元旦です。駄弁句を詠

よ

もうと机に向かっ

たら、すぐにこの駄弁句が口から出ました。八十代はどう生きたら

よいかと考え出したら、すぐに「世界中が平和であることと、まわ

りの人が幸せで楽しく生きられることを目指し、自分にできること

を精一杯やるだけだ」といつも考えていることが浮かんできました。 

机に向かって、ほんの数分で、この駄弁句と次の駄弁句ができま

した。もう句を詠むなどというものではありません。自分が今この

瞬間の心にあることを指を折って５・７・５・７・７という字数に

合わせただけです。 

 

ですが、これはいつも、自分の心の中で、こう生きたいと思って

いるから出たもので、現在における自分の気持ちが出ています。 

令和５（２０２３）年１月１日、八十路に入って最初の元旦の心

境は、この二句の駄弁句に言い尽くされています。安全保障につい

て、昔から考えてきたことを平和な世界となるように役立てたいと

いうことと、老馬の知恵をまわりの人が幸せで楽しく人生を送れる

ように役立てられるように八十路を送りたいのです。 

  

Ỏ ᾒ  
5 1 ᴘ ᷿  



2 

 

╓ Ṳ
ǋ Ǳ Ȁ Ț

ǵ ╓֧
ǧ Ȁ Ț ǖ

  132 
 

      ǵ  ǒǵǦȈǲ ☻ ǭȒ 

ד       ǉȓǚȓ ̜Ȇ 
 
       ̉ᴇ5 3 ₴ 1  

102ֵὙ  

               ʫʾ  
 
 

馬齢を重ねて八十路に入りました。無駄に年を取ったという気もします。で

すが、経験から得た知恵が役立つこともありそうな気がすることもあります。 

その知恵をまわりの人のために役立てるための方法はないだろうかと、満８

０歳となった令和４（２０２２）年５月２０日の誕生日の頃から考え出し、年

末に「老人生活支援ネットワーク」を立ち上げました。 

 

令和４（２０２２）年１２月号の事務所便りで、その立ち上げを知らせたと

ころ、多くの方より「協賛する」というありがたいお申し入れがありました。

心底より嬉しくなりました。 

さて、具体的にどのように老人生活支援ネットワークを運営するかというこ

とになりますが、思案中というのが本当のところです。よい方法を求めていろ

いろと考えています。それを楽しんでいるのが、今年の正月休みです。 

 

悩んだり、困っている人から、一声掛けてもらえる受けいれ態勢を整えなけ

ればならないのですが、さしあたりは、みのる法律事務所内にできている態勢

を利用しながら進め、状況を観察しながら改善するつもりです。 

この事務所便りをお読み戴き、「協賛する」と言ってくれている方と相談し

ながら進めて参ります。宜しくお願い申し上げます。 
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安全保障問題と老人生活問題は、八十路に入った身にとって、一番の関心事で

す。勿論、我が体のこと、 懐
ふところ

のこと、妻や子や孫のこと、仕事上のパートナーの

ことなど、身のまわりのことも気になりますが、それはそれとして、令和 5（2023）

年の元旦に今の日本の社会について、気になることを述べてみます。 

今の日本の社会において気になるのは、安全保障問題と老人生活問題です。

安全保障問題は、岸田政権が安全保障を履
は

き違え、意味を取り違えていながら、

それに気付かず、間違った方向に舵を取ろうとしています。極めて危うい状況で

す。国民がその方向を是正しなければなりません。老人生活問題は、老人が悩み

や困り事を持ちながら、気軽に相談できずに、最悪な結果となっている事例が多

く発生していることが気になります。国や地方の力も必要ですが、昔からあった

家族や隣人が助け合うという良き伝統を復活させることも不可欠です。 

 

八十路に入った最初の元旦に、前記の駄弁句二句を詠
よ

みましたが、安全保障

問題と老人生活問題に関しては、80 歳記念本を書き終えた直後から、駄弁本を

書き始めていました。老人生活問題については、老人生活支援ネットワークの立

ち上げとして、事務所便り令和4（2022）年12月号といっしょにお送りしました。 

今回は、安全保障問題に関する駄弁本を書いていますが、そのはじめのほん

の一部分を、三陸新報さんに投稿し、掲載されましたので、それをそのまま後に

転載しますが、それは『安全保障問題』という駄弁本の書き出し部分です。『安全

保障問題』という駄弁本の原稿は、三陸印刷さんに入稿済みです。発行となりまし

たら、改めてお送りします。 
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 コロナ問題は、収束の見込みは立ちません。これから先も長く続くのではな

いかという気がします。いずれは風邪の一種と受け止められることになるので

しょう。そうであっても、「風邪は万病のもと」ですから、コロナウイルスに

はかからないように気を付けなければなりません。特に８０歳を超え、既往症

を沢山抱え込んでいる身としては、コロナ対策には、万全を期さなければなり

ません。命を落とす原因となりかねません。万全なコロナ対策を取った上で、

これからは、自分にとって大事な人とはできるだけ身近に接触し、いっしょに

人生を楽しみ尽くさなければなりません。 

 コロナを警戒するあまり、これ以上大事な人との接触まで回避していたら、

人生の大事な部分が失われてしまいます。必要なことは、それほど深く接触し

なくてもいい人との接触は回避するということです。ここのところは、十分に

注意したいところです。 

 

 戦後経済が復興し、生活が豊かになり、便利となってからの生活は贅沢にな

り、快楽に走りすぎていました。国も「GOTOイート」、「GOTOトラベル」、「GOTO

イベント」などと、経済の活性化第一主義でした。人が集まり、騒ぐことが生

き甲斐といわんばかりの生活になっていました。このような生き方を反省しな

ければならない時が来ていたのです。コロナ問題は、反省の機会を与えてくれ

たのです。 

 コロナ問題が一段落して、三密が問題視されなくなったとしても、以前の生

活に戻るべきではありません。必要以上の会食も、旅行も、人の集まりも不要

です。一人静かに人生を考え、生き方を考え、生まれてきた意味を思い、世の

中を思い、他人を思い、静かで深い時間を過ごすという生き方を取り戻すべき

です。『人生は、いまの一瞬を、まわりの人といっしょに、楽しみ尽くすのみ

です』という『いなべんの哲学』は、馬鹿騒ぎや一時的快楽を求める生活を勧

めるものではありません。自分もまわりの人も、この世に生まれてきて本当に

良かった、と思えるような日常生活を送ってほしいのです。  
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 安全保障に関する日本の理念は、日本国憲法の前文に次のように明示してい

ます。 

 「日本国民は、恒久の平和を念願し、人間相互の関係を支配する崇高な理想

を深く自覚するのであつて、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して、わ

れらの安全と生存を保持しようと決意した。われらは、平和を維持し、専制と

隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、

名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と

欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。」 

 その前文に続き、その理念を実践するために、憲法９条は次のように定めて

います。 

「①  日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に希求し、国権

の発動たる戦争と、武力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解決

する手段としては、永久にこれを放棄する。 

② 前項の目的を達するため、陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない。

国の交戦権は、これを認めない。」 

 

今さらという思いもありますが、安全保障に関する理念をはっきりと頭と心

に焼き付けるために、敢えて明示しました。この前文と９条とを政治家も国民

も忘れかけているような気がしてならないのです。ついでにはっきりさせて置

きたいのは、憲法９８条が「①この憲法は、国の最高法規であつて、その条規

に反する法律、命令、詔勅及び国務に関するその他の行為の全部又は一部は、

その効力を有しない。②日本国が締結した条約及び確立された国際法規は、こ

れを誠実に遵守することを必要とする」、９９条が「天皇又は摂政及び国務大

臣、国会議員、裁判官その他の公務員は、この憲法を尊重し擁護する義務を負

ふ」と明記していることです。 

 

これらの憲法の規定は、日本の安全保障に対する理念です。これを詰めてし

まえば、日本の安全保障の理念は、「戦争はしない」ということになります。

そのために、憲法は「戦争の放棄」と「戦力の不保持」を明記し、さらに、こ

れを守らなければならないことを憲法に二重にも三重にも強調しました。この

ことは、日本の安全保障問題を考える上では、見落としてはならない、何より

も大事なことです。今の政府や国会議員や国民は、このことを明確に意識して

いるのでしょうか。安全保障問題について考えてみることにし、令和４（２０



6 

 

２２）年１２月２９日に『安全保障問題を考える－その意味－』と題する駄文

を三陸新報さんに投稿しました。そのまま転載します。 

２０２２（令和４）年１２月２９日（木）三陸新報 



7 

 

     Ὼ ἫԌԂԇ֧ͺӮ 
       Σ ҩҋ€҅Σ 
 

老人生活支援ネットワーク立ち上げの考えに対し、多くの方から、態々
わざわざ

お手

紙、お電話、ファックス、メールなどでご賛同とご協力のご意向を頂戴しまし

た。こんな嬉しく、心強いことはありません。何だか前に進めそうです。本当

にありがとうございます。心底より御礼申し上げます。 

 お言葉に甘えさせて戴き、早速のお願いですが、老人生活支援ネットワーク

は、悩み事や困り事のある方の声に耳を傾け「そういう問題なら、こういう方

がいるから、この方と相談して下さい」という橋渡しをしようというものです。 

 ご賛同、ご協力戴ける方には、老人生活支援ネットワークの存在を身のまわ

りの一人でも多くの人に知ってもらえるようにご尽力戴きたいのです。 

 悩み事や困り事がありそうだという方がいましたら、「老人生活支援ネット

ワークに一声掛けてみたら」と勧め、パンフレットを差し出して戴ければあり

がたいのです。まず、そこから始めて戴ければ幸甚です。 

 

 老人生活支援ネットワークは立ち上げましたが、いつまでに、これを成し遂

げなければならないという期限などはありません。これだけのメンバーを集め

なければならないというものでもありません。悩み事や困り事のある方から声

を掛けてもらえれば、それに適切に対応するだけです。いつでも、誰に対して

も、悩み事や困り事について声を掛けられたら、対応していきます。 

 まずは、こういうネットワーク（あみのように細かく張りめぐらせた連絡組

織）のあみの一部になって戴き、老人生活支援ネットワークの存在を世の中に

広めてほしいのです。さらには、その悩み事や困り事の相談に乗れると思った

ときには、相談に乗ってやる役割をお引き受け戴きたいのです。おんぶにだっ

こというお願いとなりますが、宜しくお願いします。 

 

 老人生活支援ネットワークは、ご賛同とご協力下さる方のお力によってのみ

存続できる組織です。そのきっかけをつくろうと、先月号のみのる法律事務所

便りで立上げを宣言しましたところ、お読み下さっている多くの方よりご賛同

とご協力のご意向をお手紙、お電話、ファックス、メールなどで戴きました。

心の底から嬉しくなりました。まずはその御礼をと思い、この事務所便りを利

用して心底より御礼を申し上げる次第です。本当にありがとうございます。 
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 老人生活支援ネットワークの今後の在り方については、もうしばらく世の中

の反応を見て、その理念や組織はどのようにしたらよいかは、改めてご相談さ

せて戴きたいと考えています。困っている方の声を聞いて、その人に適切なア

ドバイスのできる人を結び付けてやりたいというのが基本的な発想ですから、

アドバイスのできる方を準備しなければならないのですが、さしあたっては、

この事務所便りをお読み下さっている皆様にアドバイザーをお願いしなけれ

ばなりません。 

 そういう格好で進めながら、相談に乗って下さる団体や個人をどんどん増や

し、ネットワークを充実させていきたいと考えています。それがある程度進み

ましたら、理念や組織を整備したいと考えています。それまでは、この事務所

便りを中継点として、進めて参ります。つまり、みのる法律事務所に声を掛け

てもらい、みのる法律事務所でアドバイザーを選び、結び付けていくつもりで

す。状況が整いましたら、理念や組織の在り方やアドバイザーのリスト作成等

について、改めてご相談させて戴きます。その折にはご指導・ご協力を宜しく

お願いします。 

 

    令和５（２０２３）年１月１日 

田舎弁護士 千 田   實   
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追伸 老人生活支援ネットワークの案内・チラシが必要な方は、みのる法律事

務所にご一報下さい。何枚でもすぐ送ります。 

   後でも宜しいので、アドバイザーの適任者をご紹介戴ければ幸甚です。

この事務所便りをお読み下さっている皆様のお力で、育てて戴きたいので

す。 

   老人生活支援ネットワークの愛称をお考え戴ければ幸甚です。全国に広

まっても、誰にでも愛されそうな優しくて、親しみのある愛称を付けて下

さい。 


